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1は じめに

近年、大学 ・短大への進学率 の増加 によ り高学歴社会 は一段 と進 んでお り、なかで も女

子 の進学率の増加、昭和61年4月 に施行 された男女雇用機会均等法の影響 で女性 の社会進

出が著 し く、男女 の社会的平等観への世論 が高 まっている。

このような状況のなかで とくに若年層の服装 について見 ると、現在 は伝統的な衣服 に対

して、ユニセックスなデザ インによる衣服 、例 えば、女 っぽいデザイ ンによる男性衣服 や、

男 っぽいデザイ ンの女性衣服 が増加 している。
1)

本研究では、短期大学生 を対象に性役割志向性尺度(ISRO)と 女性 に対する態度尺度
2)

(ATW)の 心理尺度テス トと被服の嗜好 と着用 に関するアンケー ト調査(被 服 に対する意識

と行動)を 併せて実施 し、現代 の短期大学生が社会的平等観(政 治的、経済的)や 男女平

等観の強い進歩的 な考 え方 を持 ってい るか、 また は、保守 的で伝統的(古 風)な 考 え方で

あ るのかを心理的側面 か ら分析 ・検討 しようとす るものである。 これ らの因果関係 を把握

するためにアンケー ト調査 を実施 し、相互の関連 性について検討 を試みたので報告 する。

2調 査 の概 要 と目的

2・1調 査の対象者

女子短期大学服飾学科学生。有効数329名 。

2・2調 査の時期

1988年6月27日 ～7月9日

2・3調 査の方法

心理的スケールについては質問紙 の配布 による集合調査 を行 い、被服 に対 する意識 と行

動 に関する調査 では被験者に一部写真 を提示 し、同様 に集合調査 を実施 した。

2・4調 査の内容

〔1〕心理調査 として、a.性 役割志 向性 尺度(以 下ISROと 略記す る)とb.女 性 に対す
3)

る態度尺度(以 下ATWと 略記す る)の 両者 において尺度 を調査 した。各 コー ド表(表1・

表2)に よ り点数化 し、個人得点の総合点を算出 し、平均値、標準偏差値 を求 めた。
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表11SROの 採 点 コー ド

設問 非常に賛成 やや賛成 どちらでもない やや反対 非常に反対
項目 A B C D E

Q11 1 2 3 4 5

Q12 1 2 3 4 5

Q13 1 2 3 4 5

Q14 5 4 3 2 1

Q15 1 2 3 4 5

Q16 5 4 3 2 1

Q17 1 2 3 4 5

Q18 5 4 3 2 1

Q19 1 2 3 4 5

Q110 5 4 3 2 1

Q111 1 2 3 4 5

Q112 1 2 3 4 5

Q113 5 4 3 2 1

Q114 5 4 3 2 1

Q115 1 2 3 4 5

Q116 1 2 3 4 5

表2ATWの 採 点 コ ー ド

設問項目 非常 に
賛成

A

やや
賛成
B

や や
反対
C

非 常 に
反対

D

Qll7 0 1 2 3

Q118 3 2 1 0

Q119 3 2 1 0

Q120 3 2 1 0

Q121 0 1 2 3

Q122 3 2 1 0

Ql23 0 1 2 3

Q124 0 1 2 3

Q125 0 1 2 3

Q126 3 2 1 0

Ql27 3 2 1 0

Q128 0 1 2 3

Q129 0 1 2 3

Q130 3 2 1 0

Q131 0 1 2 3

〔2〕被服 に対 する意識 と行動に関する調査 として、次 の3つ の項 目の尺度 を設定 した。

a.被 服に対す る一般的な意識 に関する項 目と、b.被 服 に対す る着装行動に関する項 目

お よび、c.被 服 に対 する流行 に関する項 目
4)

っぎに、被験者各人 のスタイル嗜好度 をスタイル写真(図1～3)を 雑誌 より抽 出して

用いて、スポーテ ィ、 ドレッシー、カジュアルのカラー写真 を被験者 に提示 して、好 きな

スタイルを選択 させた。

黄 號
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っつ いて、ふ り袖 の嗜好度 と選択 した理由 を6種 類 のふ り袖の着装のカラー写真(そ の
5)

内容表3に 示 す)を 雑誌 より抽 出 して用い、被験者 に提示 して、着てみたい と思 うふ り袖

を選択 させた。

表3ふ り袖の説明

1 和洋折衷 ふ うでハ イ ヒー ルを履 き地色 は多色

2 御所車の古典柄で地色は黒色

3 花柄総しぼりで地色は黄色系

4 大正 ロマ ン風で半衿 にはししゅうをあ しらい地 色は茶色 系で金色

5 御所車の古典柄で地色は朱色系で金色をあしらっている

6 橘の古典柄で地色は鵯(と き)色

次いで、そのふ り袖の選 んだ理 由を1つ 選択 させた。

2・5計 算 とデータ処理の方法

全項 目において、単純集計 を行 った後、心理調査の場合 には各 コー ド表 によ り、点数化

し総合得点 を算 出 した。
6)

っぎに、ISRO、ATWテ ス トの得点 を次の ように分類 し、被服嗜好度や意識行動 との関

連性 を見 るために、カイ2乗(Z2)検 定や相関比、順位相関係数な どの統計処理 により検

計 を行 った。なお統計処理 には、京都大学大型計算機 センターのFACOMM780-20シ ステ

ム を利用 して行 った。

3結 果 お よび考察

3・1心 理調査の結果

(1)性 役割志向性尺度(ISRO)に ついて

(a)単 純集計

性役割志 向性尺度 の各項 目の単純集計結果は、表4に 示す通 りである。

性役割志向性尺度(ISRO)を 作成 したDreyerら は、ISROで 測定 された性役割志向性 に

は、次 の3因 子が包含 されている とみる。

因子1.家 庭内労働 における男女の役割

因子2.育 児 ・キ ャリアの葛藤

因子3.家 庭外労働 にかかわ る性役割

いま、因子1の 負荷量が高 い項 目をQ17「 特別なケースを除 き、妻が料理や掃除をや り、

夫が家族のために金 を稼 いで くるべ きだ」、Q19「 女性 は家 にいて、子供の世話 をしている

方がず っと幸福で ある」、Q113「 私は、夫が家庭 内の雑用 をうけ もち、妻が家計 をまかな

って もいい と思 う」、Q115「 私 は、妻 に働 かせて 自分 は家で子 どもの世話 をするような男

性 を尊敬す ることはで きない」と考 えれば、本学学生の場合、賛成 してい るのは、Q17「 特

一171一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUnlverSlty

性格調査 との関連からみた本学学生の被服に対する意識 と行動について

別 なケースを除 き、妻が料理や掃除をや り、夫が家族のために金 を稼 いで くるべ きだ」が

47.4%(非 常 に賛成 とやや賛成 とを合わせ ると)で あ り、Q115「 私 は、妻 に働かせ て自分

は家で子 どもの世話 をするような男性 を尊敬す ることはで きない」 は46.4%で ある。

夫 は外で仕事 をして、妻 は家庭で家事 をすればよい と考 えている者が約半数 いることが

わかる。

次 に、因子2の 項 目をQ12「 女性がキャ リアを求 めるならば、大方の女性は子 どもを持

つべ きではない」、Q13「 母親が働 いてい る と、就学 前の児童 には害の お よぶ ことがあ

る」、Q15「 子 どもを産 むことが女性の証 しである」、Q16「 キ ャリアを求 める女性に とっ

て、出産や育児がその障害 とな ることがあってはな らない」、Q110「 働 く母親 で も、働い

ていない母親 と全 く同じように、子 どもとの間にあたたかな安定 した関係 を確立す ること

はで きる」、Q111「 女性 は自分のキャ リアを考えるよりも、 まず育児 と家事 を自分の仕事

であると心得るべ きである」 と考えるな らば、Q12「 女性が キャリアを求めるな らば、大

方 の女性 は子 どもを持 つべ きではない」 を除 き、各項 目に対す る賛成意見はQ13「 母親が

働 いている と、就学前の児童 には害のお よぶ ことがある」が51.0%、Q15「 子 どもを産 む

ことが女性の証 しである」(49.2%)、Q16「 キャリアを求める女性 にとって、 出産や育児

がその障害 とな ることが あってはな らない」(51。1%)、Q110「 働 く母親で も、働いていな

い母親 と全 く同 じように、子 どもとの間 にあたたかな安定 した関係 を確立する ことはで き

る」(68.7%)、Q111「 女性 は自分のキ ャリアを考えるよりも、 まず育児 と家事 を自分の仕

事である と心得 るべ きである」(50.8%)で 、特 に、Q110「 働 く母親で も、働 いていない

母親 と全 く同 じように、子 どもとの間にあたたかな安定 した関係 を確立す ることはできる」

においては賛成が68.7%と 高率であった。

キャリア ・ウーマ ンになって、子供 を産み育てたい と願 っている学生の姿が浮かび上 る。

その一方で、 自分のキャ リアよりも育児 と家事 を重要視 している者 も50.7%お り、女性

にとって仕事(キ ャ リア)と 育児 ・家事 の葛藤 は常につ きまとい、問題 は多い と思われる。

さらに、因子3の 項 目をQ11「 女性 は家庭 の管理 にあたるべ きであ り、国家の管理運営

は男性 に任 せてお くべ きだ」、Q14「 仕事 を持つ とい うことは、 自分 自身の人生 を生 きてい

るとい うこ とだ」、Q18「 女性 にも男性 と全 く等 しい雇用 の機 会が与 え られ るべ きで あ

る」、Q112「 重要 な仕事 を数々抱 えていて も、やは り女性の本来いるべ き場所 は家庭なの

である」、Q114「 男で も女で も、同 じ仕事 に対 しては同 じ賃金(報 酬)が 支払われるべ き

だ」、Q116「 肉体的な重労働 が女性 に向かない ように、精神的、感情 的特質ゆえに女性 に

向かない仕事 もいろい ろあるということを、女性 自身が自覚 すべ きである」 と考 えれば、

Q11「 女性 は家庭の管理 にあたるべ きであ り、国家の管理運営 は男性に任せてお くべ きだ」

を除 き、賛成意見 を持つ者 は、Q14「 仕事 を持つ ということは、 自分 自身の人生 を生 きて

いる とい うことだ」で58.4%、Q112「 重要な仕事 を数々抱 えていて も、やは り女性 の本来
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いるべ き場所は家庭 なのである」(58.4%)、 特 にQ18「 女性 にも男性 と全 く等 しい雇用の

機会が与 え られるべ きである」(77.2%)やQ114「 男で も女で も、同 じ仕事に対 しては同

じ賃金(報 酬)が 支払われ るべ きだ」(89.1%)、Q116「 肉体 的な重労働が女性 に向かな

いように、精神 的、感情的特質 ゆえに女性に向かない仕事 もいろいろある とい うことを、

女性 自身が 自覚 すべ きである」(72.7%)は 高率 を示 してい る。

人生に とって、仕事 は生 きがいであ り、男女等 し く雇用 の機会が与 え られ、同賃金 を支

払われ るべ きである と思 っている者が約90%で ある。

しか し、重要な仕事 を して も、約半数の者 は女性 のい るべ き場所は家庭 であると思 って

いるのがわか る。

表4性 役割志向性尺度(ISRO)

設問項目 カ テ ゴ リー 度数
(人)

頻 度
(%)

累積度数
(人)

累積頻 度(%)

Q11.女 性は家庭 の管理 にあた るべ きであ り、非常に賛成 1 4 1.2 4 1.2

国家の管理運営は男性に任せておくべ やや賛成 2 56 17.0 60 18.2

きだ 。 どち らで もない 3 116 35.3 176 53.5

やや反対 4 118 35.9 294 89.4

非常に反対 5 35 10.6 329 100.0

Q12.女 性が キャ リア を求 め るな らば、 大方 非常に賛成 1 9 2.7 9 2.7

の女性 は子 どもを持 つべ きで はない。 やや賛成 2 48 14.6 57 17.3

どち らで もない 3 90 27.4 147 44.7

やや反対 4 130 39.5 277 84.2

非常に反対 5 52 15.8 329 100.0

Q13.母 親が働 いてい る と、 就学前の児 童 に 非常に賛成 1 30 9.1 30 9.1

は害のお よぶ ことが ある。 やや賛成 2 138 41.9 168 51.1

どち らで もない 3 95 28.9 263 79.9

やや反対 4 39 11.9 302 91.8

非常に反対 5 27 8.2 329 100.0

Q14.仕 事 を持 つ とい うこ とは、 自分 自身の 非常に賛成 1 66 20ユ 66 20.1

人 生を生 きてい る とい うことだ。 やや賛成 2 126 38.3 192 58.4

どち らで もない 3 109 33.1 301 91.5

やや反対 4 21 6.4 322 97.9

非常に反対 5 7 2.1 329 100.0

Q15.子 どもを生 む ことが女性 の証 しであ る。非常に賛成 1 62 18.8 62 18.8

やや賛成 2 100 30.4 162 49.2

どち らで もな い 3 112 34.0 274 83.3

やや反対 4 37 11.2 311 94.5

非常に反対 5 18 5.5 329 100.0

Q16.キ ャ リア を求 め る 女 性 に とっ て 、 出産 非常に賛成 1 58 17.6 58 17.6

や育児 が その障 害 とな る ことがあ って やや賛成 2 110 33.4 168 51.1

は な らな い 。 どち らで もない 3 95 28.9 263 79.9

やや反対 4 57 17.3 320 97.3

非常に反対 5 9 2.7 329 100.0

Q17.特 別 なケース を除 き、妻が料 理や掃除 非常に賛成 1 49 14.9 49 14.9

をや り、夫が家族 のた めに金 を稼い で やや賛成 2 107 32.5 156 47.4

く るべ き だ 。 どちらで もない 3 84 25.5 240 72.9

やや反対 4 71 21.6 311 94.5

非常に反対 5 18 5.5 329 100.0
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表4性 役割志向性尺度(ISRO)

設問項目 カ テ ゴ リー 度数(
人)

頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

Q18.女 「生に も男性 と全 く等 しい雇用 の機 会 無回答 0 1 0.3 1 0.3

が与 え られ るべ きであ る。 非常に賛成 1 123 37.4 124 37.7

やや賛成 2 131 39.8 255 77.5

どちらで もない 3 56 17.0 311 94.5

やや反対 4 15 4.6 326 99.1

非常に反対 5 3 0.9 329 100.0

Q1軌 女 性は家 にいて、子 ど もの世 話 をして 無回答 0 1 0.3 1 0.3

いる方がず っ と幸福で ある。 非常に賛成 1 28 8.5 29 8.8

やや賛成 2 64、 19.5 93 28.3

どちらで もない 3 125 38.0 218 66.3

やや反対 4 81 24.6 299 90.9

非常に反対 5 30 9.1 329 100.0

Qllq働 く母親 で も、働い ていない母親 と全 非常に賛成 1 103 31.3 103 3L3

く同 じように、子 ど もとの間 にあたた やや賛成 2 123 37.4 226 68.7

かな安 定 した関係 を確 立する ことはで どち らで もな い 3 48 14.6 274 83.3

き る 。 やや反対 4 45 13.7 319 97.0

非常に反対 5 10 3.0 329 100.0

Q111.女 性 は 自分 の キ ャ リア を考 える よ り 非常に賛成 1 55 16.7 55 16.7

も、まず育 児 と家事 を 自分の仕事 であ やや賛成 2 112 34.0 167 50.8

る と心得 るべ きである。 どち らで もない 3 94 28.6 261 79.3

やや反対 4 60 18.2 321 97.6

非常に反対 5 8 2.4 329 100.0

Q112.重 要 な仕 事 を数 々抱 えてい て も、や は 非常に賛成 1 69 21.0 69 21.0

り女性の本来 のいるべ き場所 は家庭 な やや賛成 2 123 37.4 192 58.4

の で あ る。 どち らで もない 3 84 25.5 276 83.9

やや反対 4 44 13.4 320 97.3

非常に反対 5 9 ,2.7 329 100.0

Q113.私 は、夫が家庭 内の雑用 を うけもち、 非常に賛成 1 31 9.4 31 9.4

妻が家計 をまかな って もいい と思 う。 やや賛成 2 91 27.7 122 37.1

どち らで もない 3 99 30.1 221 67.2

やや反対 4 81 24.6 302 91.8

非常に反対 5 27 8.2 329 100.0

Q114.男 で も女で も、同 じ仕事 に対 して は同 非常に賛成 1 227 69.0 227 69.0

じ賃 金(報 酬)が 支払 われるべ きだ。 やや賛成 2 66 20.1 293 89.1

どちらで もない 3 27 8.2 320 97.3

やや反対 4 8 2.4 328 99.7

非常に反対 5 1 0.3 329 100.0

Q115.私 は、妻 に働 かせて 自分 は家で子 ども 非常に賛成 1 86 26.1 86 26.1

の世 話 をするような男性 を尊敬す るこ やや賛成 2 67 20.4 153 46.5

とは で き な い 。 どち らで もない 3 89 27.1 242 73.6

やや反対 4 56 17.0 298 90.6

非常に反対 5 31 9.4 329 100.0

Q116.肉 体的 な重労働 が女 性に向かないよう 非常に賛成 1 92 28.0 92 28.0

に、精神的 、感情的特 質 ゆえに女性 に やや賛成 2 147 44.7 239 72.6

向か ない仕 事 もいろいろあ るというこ どち らで もない 3 75 22.8 314 95.4

とを、女性 自身が 自覚 すべ きであ る。 やや反対 4 14 4.3 328 99.7

非常に反対 5 1 0.3 329 100.0
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(b)性 役割志向性尺度の採点化
7)

個人得点 の算出は、各被験者の各質問項 目の回答 に対 して、前述の採点 コー ドに従 い得

点化す る。次いで、合計 し、各個人の総得点 とした。

各被験者 の個人得点分布 は表5に 示す通 りである。

表5性 役割志向性尺度(ISRO)の 個人得点分布

度

鷲
累

1

4

8
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なお、個人得点 を10点 刻みに5区 分 に分 けて、 その分布状態をみた表 を表6に 示す。

表6性 役割志向性尺度(ISROC)の 個人得点区分

点数 度数
(人)

頻度
(%)

累 積度数
(人)

累積頻度
(%)

39以 下 1 31 9.4 31 9.4

40～49 2 125 38.0 156 47.4

50～59 3 142 432 298 90.6

60～69 4 29 8.8 327 99.4

70以 上 5 2 0.6 329 100.0

Dreyer、D.A.ら(1981)に よる性役割志 向性尺度(ISRO)は 、社会お よび経済の平等化

にかかわる態度 や意識 を考察するための 「性役割志 向性」を測定する尺度である。

この尺度 においては、合計点が高いほ ど、非伝統的 なフェミニス トとしての性役割志向

性が強い ことを示 している。
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すなわち、前述の フェミニス トは、理論上や実践活動面 において も、社会の変革 を求め、

政治的、経済的な面での男女平等 を提唱する傾 向が ある。

さらに、 フェ ミニス トの女性 は、家族 よ りも自分 自身 を優先 させ、 自分の職業上や 自己

の人 間的成長の達成 を重要視する と考え られてい る。

本学学 生で は、得 点の50～59点 を得 た者 が142人 と一番 多 く、次 いで、40～49点(125

人)、39点 以下(31人)、60～69点(29人)、70点 以上(2人)と なった。なお平均得点は50.15

点である。
8)

女子学生の場合、女権拡張の意識が高 く、 自分の職業上 での達成 を強 く志 している者 は

62点 以上の得点 を得 た ものであ り、反対 に、伝統的な性 役割志向の者 は、50点 以下の低得

点者 とみな されている。

本学学生の場合、60点以上 の高得点者は31人 であ り、50点以下の低得点者 は156人 と全体

の約半数 とい う多 さであった。

早稲 田大学 の東 清和教授 による東京都内での大学生 を対象 とした調査 においては、「男

子学生 に比べて、女子学生の得点が高 く(70点 台 も少なか らずあった)、50点 以下の低得点

者 は非常 に少な くな ってお り、30点 台は皆無で、平均得点は57点 」 とい う結果である。

これに対 し、本学学生 は短大生であるためであろうか、平均得点 も6.85点 低 く、伝統的

な性役割志向性の者が156人 とい う多 さである。30点台の極めて伝統的志 向性の者 も31人 い

る ことに注 目すべ きである。

(2)女 性 に対する態度尺度(ATW)に ついて

(a)単 純集計

女性 に対す る態度尺度 の各項 目の単純集計結果は表7に 示す通 りである。

賛成意見 の多い項 目の順序 は、Q117「 女性が下品な言葉 を使 った場合、男性がそれ を使

うよ りも聞 き苦 しい」(非 常 に賛成66.6%、 やや賛成29.5%、 両者を合 わせ ると96.1%)、

Q126「 熟練 を要す る仕事の門戸 は女性 にも平等 に開かれ るべ きである」(95.4%)、Q122「 女

性 は事業 においても、 また全 ての職業 において も、男性 と同様 にその実力 にあった地位 を

得 るべ きで ある」(92.1%)、Q118「 女性が家庭外で活動 している現代の経済状態の もとで

は、男性 も皿洗 いや洗濯の ような家事 を分担すべ きである」(76.3%)、Q131「 雇用・昇進

の際、女性 よ り男性が選 ばれなければならない仕事 は多々ある」(73.5%)、Q120「 結婚の

申し込みは女性 か らも自由にして よいはずだ」(69.9%)、Q129「 一般的に父親 は育児 に際

して母親 より大 きな権威 を持つべ きである」(59.9%)、Q130「 男性 によってこれ までつ く

られて きた 「女 らしさ」 の考 えを受け入れるよ りも、女性 にとっては経済的、社会的自由

がはるか に重要である」(55.3%)と な る。

他方、反対意見の多い もの はQ123「 女性は男性が行 く歓楽街 などへ行 こうと思 ってはな

らない。また男性 と同 じように自由気 ままな行動 を とって よい、と思ってはならない」(84.2
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%)、Q119「 結婚式で 「あなたは、夫 に従 い ますか…」 とい う一節が あるのは女性 にとっ

て侮辱的な ことであ る」(62.6%)、Q124「 女性 がブル ドーザーを運転 した り、男性が編物

をするのは、 ばかげた ことである」(62.3%)、Q127「 多 く稼 いでいる女性 はデー トの時、

等 しく出費 を負 うべ きである」(62.4%)、Q125「 社会 における知的な主導権 は大部分、男

性の手 にあるべ きである」(61.1%)の 順 である。

すなわち、男女平等意識が強いが、仕事上 での男性の優位性や育児の際の父親の権威 や

女性 としての嗜好 の必要性 も認 めている。

また、「デー トの時の出費 は、た とえ女性が多 く稼いでいて も男性が負 うべ きだ」とい う

ちゃっか りした一面 もみ られた。

表7女 性に対する態度尺度(ATW)

設問項目 カ テ ゴ リー 度数
(人)

頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

Q117.女 性 が下品 な言葉 を使 った場 合、男性 無回答 0 1 0.3 1 0.3

が それ を使 う よりも聞 き苦 しい。 非常に賛成 1 219 66.6 220 66.9

やや賛成 2 97 29.5 317 96.4

やや反対 3 11 3.3 328 99.7

非常に反対 4 1 0.3 329 100.0

Q118.女 性 が家庭外 で活 動 している現 代の経 非常に賛成 1 81 24.6 81 24.6

済状態 の もとでは、男性 も皿 洗いや洗 やや賛成 2 170 51.7 251 76.3

濯の よ うな家事 を分担 すべ きで ある。 やや反対 3 67 20.4 318 96.7

非常に反対 4 11 3.3 329 100.0

Q119.結 婚式 で「あな たは、夫 に従 い ます か 非常に賛成 1 27 8.2 27 8.2
・」と い う一 節 が あ る の は女 性 に と っ やや賛成 2 96 29.2 123 37.4

て侮辱的 な こ とであ る。 やや反対 3 164 49.8 287 87.2

非常に反対 4 42 12.8 329 100.0

Q120.結 婚の 申し込みは女性 からも自由に し 非常に賛成 1 77 23.4 77 23.4

て よ い は ず だ 。 やや賛成 2 153 46.5 230 69.9

やや反対 3 84 25.5 314 95.4

非常に反対 4 15 4.6 329 100.0

Q121.女 性は女性 としての権利 を主張するよ 無回答 0 2 0.6 2 0.6

り、よ い妻 、よい 母 に な る こ とを 重 ん 非常に賛成 1 50 15.2 52 15.8

じ るべ き で あ る。 やや賛成 2 142 43.2 194 59.0

やや反対 3 111 33.7 305 92.7

非常に反対 4 24 7.3 329 100.0

Q122.女 性は事業 にお いて も、また全 ての職 非常に賛成 1 149 45.3 149 45.3

業 におい て も、男性 と同様 に その実 力 やや賛成 2 154 46.8 303 92.1

にあ った地位 を得 るべ きであ る。 やや反対 3 23 7.0 326 99.1

非常に反対 4 3 0.9 329 100.0

Q123.女 性 は男性 が行 く歓 楽街 などへ行 こう 無回答 0 1 0.3 1 0.3

と思 って はな らない。また男性 と同 じ 非常に賛成 1 4 1.2 5 1.5

よ うに自由気 ままな行動 を とって よ やや賛成 2 47 14.3 52 15.8
い 、 と思 って は な ら な い。 やや反対 3 142 43.2 194 59.0

非常に反対 4 135 41.0 329 100.0
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表7女 性に対 する態度尺度(ATW)

設問項目 カ テ ゴ リー
度数

(人)

頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

Q124.女 性 が ブル ドーザ ーを運 転 した り、男 非常に賛成 1 48 14.6 48 14.6

性 が編物 をす るの は、ばかげ た ことで やや賛成 2 76 23.1 124 37.7

あ る。 やや反対 3 122 37.1 246 74.8

非常に反対 4 83 25.2 329 100.0

Q125.社 会 における知的 な主導権 は大 部分、 無回答 0 2 0.6 2 0.6

男性の手 にあ るべ きであ る。 非常に賛成 1 24 7.3 26 7.9

やや賛成 2 102 31.0 128 38.9

やや反対 3 147 44.7 275 83.6

非常に反対 4 54 16.4 329 100.0

Q12載 熟練を要する仕事の門戸は女性にも平 無回答 0 2 0.6 2 0.6

等 に開 かれ るべ きであ る。 非常に賛成 1 138 41.9 140 42.6

やや賛成 2 176 53.5 316 96.0

やや反対 3 12 3.6 328 99.7

非常に反対 4 1 0.3 329 100.0

Q127.多 く稼 いでい る女性 はデー トの時、等 無回答 0 1 0.3 1 0.3

し く出費 を負 うべ きで ある。 非常に賛成 1 23 7.0 24 7.3

やや賛成 2 100 30.4 124 37.7

やや反対 3 140 42.6 264 80.2

非常に反対 4 65 19.8 329 100.0

Q12&家 族 の中で 息子 は娘 より大学 に行 く事 無回答 0 1 O.3 1 0.3

を奨励 され るべ きで ある。 非常に賛成 1 32 9.7 33 10.0

やや賛成 2 111 33.7 144 43.8

やや反対 3 132 40.1 276 83.9

非常に反対 4 53 16.1 329 100.0

Q129.一 般 的 に父親 は育児 に際 して母親 より 無回答 0 1 0.3 1 0.3

大 きな権威 を持つべ きであ る。 非常に賛成 1 56 17.0 57 17.3

やや賛成 2 141 42.9 198 60.2

やや反対 3 112 34.0 310 94.2

非常に反対 4 19 5.8 329 100.0

o

Q130.男 性 によって これ までつ くられてきた 無回答 0 1 0.3 1 0.3

「女 ら しさ」の考 えを受 け入れ る よ り
も、女性 に とっては経 済的、社会 的 自
由が はるか に重要 であ る。

非常に賛成
やや賛成

1

2

27

155

8.2

47.1

28

183

8.5

55.6

やや反対 3 138 41.9 321 97.6

非常に反対 4 8 2.4 329 100.0

Q131.雇 用 ・昇進 の際、 女 性よ り男性 が選 ば 無回答 0 1 0.3 1 0.3

れな ければ ならない仕事 は多々 ある。 非常に賛成 1 53 16.1 54 16.4

やや賛成 2 189 57.4 243 73.9

やや反対 3 78 23.7 321 97.6

非常に反対 4 8 2.4 329 100.0
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(b)女 性 に対する態度尺度の採点化
9)

個人得点 の算出は、各被験者の各質問項 目の回答に対 して、前述 の採点 コー ドに従 って

得点化す る。次いで合計 し、各個人の総得点 とした。

各被験者 の個人得点 は表8に 示 す。

表8女 性に対する態度尺度(ATW)の 個人得点分布

点数 度数
(人)

頻 度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%) 点数 度数

(人)
頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

4 1 0.3 1 0.3 26 25 7.9 222 70.5

11 1 O.3 2 0.6 27 16 5.1 238 75.6

13 1 0.3 3 1.0 28 14 4.4 252 80.0

14 4 1.3 7 2.2 29 19 6.O 271 86.0

15 3 1.0 10 3.2 30 12 3.8 283 89.8

16 3 1.0 13 4.1 31 5 1.6 288 91.4

17 10 3.2 23 7.3 32 6 1.9 294 93.3

18 11 3.5 34 10.8 33 6 1.9 300 95.2

19 14 4.4 48 15.2 34 5 1.6 305 96.8

20 23 7.3 71 22.5 35 4 1.3 309 98.1

21 22 7.0 93 29.5 36 1 0.3 310 98.4

22 22 7.0 115 36.5 38 1 0.3 311 98.7

23 29 9.2 144 45.7 39 3 1.0 314 99.7

24 27 8.6 171 54.3 40 1 0.3 315 100.0

25 26 8.3 197 62.5

な お、個 人 得 点 を1～25点 、26～33点 、34～36点 、37点 以上 の4区 分 に分 けて、 その分

布 状 態 をみ た表 を表9に 示 した。

表9女 性に対する態度尺度(ATWC)の 個人得点区分

点数 度 数
(人)

頻度 累積度数
(%)(人)

累積頻度(%)

1～25

26～33

34～36

37以 上

1

2

3

4

197

103

10

5

62.5197

32.7300

3.2310

1.6315

62.5

95.2

98.4

100.0

Spence,J.Tら(1972)に よる女性 に対 する態度尺度(ATW)は 、女性 の持つべ き権利

や役割 について、 どう考 えるか を測定す る尺度である。

高得点で あるほ どフェ ミニス ト的な態度 を内在 してお り、男女の平等観が強 く、男女 の

生理的な性別に よる役割分担(た とえば、男性 は外 で仕事、女性 は家事 ・育児)に は、否

定的な態度 を とりやすい ことを示す。

本学学生では、得点の1～25点 を得 た者が197人 で一番 多 く、次いで26～33点(103人)、

34～36点(10人)、37点 以上(5人)の 順 となった。 なお、平均得点は24.3点 で あった。
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女性の場合 は、25点 以下の得点であれ ば、女性が持つべ き権利や役割 において、かな り

保守的、因襲的で古風な見解 をもっている とみなされ る。

一方
、34点 以上であれば、かな り革新的な平等観 を もってお り、ニ ュー ・フェミニズム

とい う時代 の思潮の先端 を進 んでいる可能性が あ り、37点 以上であれば、最先端の グルー

プに入 り、急進的な見解 の持主 とみな され る場合が多い と考 えられている。

本学学生 では、35点 以上のニ ュー ・フェ ミニズム思想の持主は15人 と非常 に少 な く、38

点以上の最先端 グループに入 る者 は5人 とい う少な さである。

他方、26点 以下のかな り保守 的で古風 な見解の持主 は197人(62.5%)も お り、26～33点

の103人(32.7%)と 合わせ ると、大部分がかな り保 守的である といえよう。

前述の東 清和教授の東京都 内の国立大学 と私立大学の2大 学生 を対象 とした調査では、

男子学生 よ りも女子学生の得点が高 く、女性の方が より高い平等意識 を もってお り、双方

の女子大学生 の平均得点 は(29.1点)と い う結果 であった。

この女子大生 に比べ、本学学生 は平均得点が4.81点 も低 く、 より保守的であるといえよ

う。

3・2被 服 に対 する意識 と行動調査 の結果

(1)被 服 に対 する意識 と行動 について

(a)単 純集計

被服 に対 する意識 と行動の各項 目の単純集計結果は表10に 示す通 りである。各項 目につ

いて賛成意見であ る 「そう思 う」 と 「やや そう思 う」 をあわせてみると、質問の 「あなた

は衣服が汚れた らす ぐに洗 って着ていると思 いますか」や 「あなたは少 し高価で もデザイ

ン品質の よい ものを選んで着たい と思 いますか」に対 しては90%以 上 となる。次 に 「あな

たは流行 に関心はあるが洋服の着心地や経済性お よび好 みを考えてか ら取 り入れる方で あ

る と思 いますか」や 「成人式 には振袖 を着たい と思い ますか」、「あなたはTPOに 合せて適

切 な衣服 を選 んでいる と思い ますか」、「あなたは服装 は自己表現の有力手段である と思 い

ますか」、「あなたは夏 は涼 しく、冬 は暖か くというように、実用性 を重ん じる方だ と思 い

ますか」、「あなたは夏祭 には浴衣 を着たい と思いますか」、「あなたは 自分の服装 に対 して

他人が どう思 っているか気 にする方であると思い ますか」の各質問 には80%以 上 とな り、

これ らの項 目には賛成するものが高比率 を示 している。つ ぎに被服 に対す る意識 と行動 と

の共通 した項 目を抽出 して調べる と 「あなたは自分の服装 に対 して他人が どう思 っている

か気にす る方で ある と思いますか」82.1%、 「あなたは自分 によく似合 う服 を上手 に着 こな

してい ると思い ますか」61.4%、 「あなたはどち らか と云 えば華やかな服装が好 きな方であ

る と思い ますか」52.3%、 「あなたは他人や周囲の人達 と同 じような服装 をしている方が気

持 ちが落 ち着 く方だ と思い ますか」41.0%、 「あなたは他人 と同 じような服装 をするのが嫌
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いで、個性的な服 を着 る方であると思い ますか」39.5%、 「人 間は服装 よ りも自分 自身が大

切 だか ら、着 るものにこだわ らない方が良い と思い ますか」35.6%、 「あなたは どち らか と

云 うと目立 たない地味な服装が好 きな方である と思いますか」31、9%の 順 となっている。

以上 の結果 より次の事が考 えられる。 すなわち個性 的な服 を着用 して他人 との違いを出 し

たい意識 は強 いがその反面人の 目を気 にす る傾 向 もあるため、結果 として安全志向 とな り

地味な服 を着 てしまうようである。つづいて和服着用度の項 目では、質問の 「成人式 には

振袖 を着たい と思い ますか」が85.4%多 いのに対 して、「成人式 にはあなたは振袖 よ りも個

性的な洋服 を着たい と思い ますか」が19.5%と な り、成人式 には個性的な洋服 よりもあ く

まで も振袖 を着 たい という願望が顕著 にあ らわれている。更 に和服 に対 する着用度 をみれ

ば 「あなたは夏祭 には浴衣 を着たい と思い ますか」が84.2%、 「あなたはお正月には着物 を

着 たい と思い ますか」73.3%と 和服 を着たい と思 っているが 「慶弔の式には伝統的な民族

衣装である和服 を着たい と思 いますか」に対 しては59.3%と 、着用率 は減少気味で ある。
10)

これを前回の調査 と比べれば、主婦 グループでは慶弔で和服 を着ていると答 えた人が80%

と高か ったが、本調査 では被験者が学生であることか ら慶弔の式への列席経験 も少 ない と

い うこともあって、慶 弔の式に和服 を着たい とい う回答比率が他の場合 に比べて低 く出た

もの と思われ る。

ブラン ド志向の項 目では 「あなたは有名 ブラン ドの服 を着たい と思 いますか」71.7%、

「あなたはブランド商品の方が高価 だ と思い ますか」68.4%と な り、 ほぼ70%の 人がブラ

ン ド志向への関心 を示 してい る。衣服の素材 についての関心 については 「あなたは衣服 を

購入す る場合流行 に とらわれず、素材が天然繊維の服(綿 、麻、絹、毛)を 主 に選 んでい

る と思い ますか」や 「あなたは服 を購入する とき洗た くしやすい素材 を主 に選んでいると

思 いますか」 と約半数が素材 に注 目して衣服購 入を行 っている。 また、被服着用の目的に

は魅力的な服 を着て、異性の目をひ きつ けたいとい うSexualAttraction(性 的吸引)も

あるが、本学 の学生の場合は「あなたは男性の 目を意識 して衣服 を着ている と思 いますか」

56.8%や 「あなたは服装 によって性的魅力を発揮 出来 ると思い ますか」48.9%と 約半数が

男性の 目を意識 して被服 を着用 している。反面 「あなたは女性 の目を意識 して衣服 を着て

いる と思 いますか」 とい う設問 に対 しては71.7%と 多 くの学生は同性 の目を意識 してい る

という結果であ り、異性 よ りも同性 の目を意識 しているということは興味深い。次 に、服

装 における流行 に対する態度 についての項 目について調査 した結果は、第1位 として 「あ

なたは流行 に関心 はあるが洋服の着心地や経済性 および好み を考 えてから取 り入れる方で

あると思 いますか」であ り、第2位 「あなたは自分 も流行 に遅れ ないようにす る方であ る

と思い ますか」、第3位 「あなたは流行 は追わない方であると思い ますか」、第4位 「あな
11)

たは流行 は人 よりす ぐに取 り入れ る方である と思い ますか」の順 とな り前回の調査 と同傾

向がみ られた。
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、

表10被 服に対する意識 と行動

設 問 事 項 カ テ ゴ リー 度 数
(人)

頻度

(%)
累積度数

(人)
累積頻度

(%)

Q31 あなたは 自分 によ く似合 う服 を上手 に

着 こな して いる と思い ますか。

そ う思 う

やや そ う思 う

ややそう思わない

そ う思わ ない

1

2

3

4

31

171

100

27

9.4

52.0

30.4

8.2

31

202

302

329

9.4

6L4

91.8

100.0

Q32 慶弔 の式 には伝統 的な民族衣 装で ある

和服 を着た い と思い ます か。

そう思 う

やや そ う思 う

ややそう思わない

そう思 わない

1

2

3

4

86

109

94

40

26.1

33.1

28.6

12.2

86

195

289

329

26.1

59.3

87.8

100.0

Q33 成人式 には振袖 を着た い と思い ますか。 そ う思 う

やや そ う思 う

ややそう思わない

そ う思わな い

1

2

3

4

226

55

23

25

68.7

16.7

7.0

7.6

226

281

304

329

68.7

85.4

92.4

100.0

Q34 人 間は服装 よりも自分 自身が大切 だか

ら,着 る ものに こだ わ らな い方 が良い

と思 い ますか。

そ う思 う

や やそ う思 う

ややそう思わない

そ う思わな い

1

2

3

4

24

93

131

81

7.3

28.3

39.8

24.6

24

117

248

329

7.3

35.6

75.4

100.0

Q35 あなた は他人 と同 じよ うな服装 をす る

のが嫌 いで、個性的 な服 を着 る方で あ

る と思 い ますか。

そ う思 う

ややそ う思 う

ややそう思わない

そ う思わ ない

1

2

3

4

31

99

164

35

9.4

30.1

49.8

10.6

31

130

294

329

9.4

39.5

89.4

100.0

Q36 あなた億 有名 ブラ ン ドの服 を着 たい と

思い ますか。

そ う思 う

ややそ う思 う

ややそう思わない

そ う思わ ない

1

2

3

4

87

149

51

42

26.4

45.3

15.5

12.8

87

236

287

329

26.4

71.7

87.2

100.0

Q37 あ なたはTPOに 合せて適切 な衣服 を選

んで いる と思 い ますか。

そ う思 う

やや そう思 う

ややそう思わない

そ う思 わない

1

2

3

4

80

199

43

7

24.3

60.5

13.1

2.1

80

279

322

329

24.3

84.8

97.9

100.0

Q38 あ なたは服 を購 入す る とき洗た くしや

す い素材 を主 に選 んで いる と思い ます

か。

そ う思 う

やや そ う思 う

ややそう思わない

そ う思 わない

1

2

3

4

45

118

114

52

13.7

35.9

34.7

15.8

45

163

277

329

13.7

49.5

84.2

100.0

Q39 あなたは衣服 が汚れた らす ぐに洗 って

着 てい ると思 い ますか。

そう思 う

やや そ う思 う

ややそう思わない

そ う思 わな い

1

2

3

4

212

97

18

2

64.4

29.5

5.5

0.6

212

309

327

329

64.4

93.9

99.4

100.0

Q310 あなた は男性 の 目を意識 して衣服 を着

てい る と思 い ますか。

そ う思 う

や やそ う思 う

ややそう思わない

そ う思わ ない

1

2

3

4

31

156

113

29

9.4

47.4

34.3

8.8

31

187

300

329

9.4

56.8

91.2

100.0
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表10被 服に対する意識 と行動

設 問 事 項 カ テ ゴ リー 度数(
人 〉

頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

Q311あ なた は女 性の 目を意識 して衣 服 を着 そ う思 う 1 58 17.6 58 17.6

て い る と思 い ま す か。 やや そう思 う 2 178 54.1 236 71.7

ややそう思わない 3 73 22.2 309 93.9

そ う思 わない 4 20 6.1 329 100.0

Q312成 人 式 にはあなた は振袖 よ りも個 性的 そ う思 う 1 22 6.7 22 6.7

な洋 服 を着 たい と思 い ます か。 やや そう思 う 2 42 12.8 64 19.5

ややそう思わない 3 111 33.7 175 53.2

そ う思わ ない 4 154 46.8 329 100.0

Q313あ なた は夏祭 に は浴衣 も着た い と思い そ う思 う 1 185 56.2 185 56.2

ま す か 。 や やそ う思 う 2 92 28.0 277 84.2

ややそう思わない 3 30 9」 307 93.3

そ う思わな い 4 22 6.7 329 100.0

Q314あ なたは高級 な毛 皮 を着 てい る人 はお 無回答 0 1 0.3 1 0.3

金持 ちだ と思 い ますか。 そ う思 う 1 104 31.6 105 31.9

やや そ う思 う 2 119 36.2 224 68.1

ややそう思わない 3 58 17.6 282 85.7

そう思 わな い 4 47 14.3 329 100.0

Q315あ な たはブ ラン ド商 品の方 が高価だ と そう思 う 1 94 28.6 94 28.6

思 い ま す か 。 やや そ う思 う 2 131 39.8 225 68.4

ややそう思わない 3 56 17.0 281 85.4

そ う思 わない 4 48 14.6 329 100.0

Q316あ なた は衣 服 を購入 す る場合流行 に と そ う思 う 1 47 14.3 47 14.3

らわれず,素 材が天然 繊維の服(綿 ・ やや そ う思 う 2 133 40.4 180 54.7

麻 ・絹 ・毛)を 主 に選 んで いる と思 い ややそう思わない 3 119 36.2 299 90.9

ます か 。 そ う思わ ない 4 30 9.1 329 100.0

Q317あ なた は夏 は涼 し く,冬 は暖 か くとい そ う思 う 1 109 33.1 109 33.1

うよ うに、 実用 性 を重 ん じる方 だ と思 や やそ う思 う 2 169 51.4 278 84.5

1い ま す か 。 ややそう思わない 3 46 14.0 324 98.5

そ う思わ ない 4 5 1.5 329 100.0

Q318あ なたは服装 に よって性 的魅 力 を発 揮 そ う思 う 1 46 14.0 46 14.0

出来 る と思 い ますか。 や やそ う思 う 2 115 35.0 161 48.9

ややそう思わない 3 103 31.3 264 80.2

そう思 わな い 4 65 19.8 329 100.0

Q319あ なた は 自分の服装 に対 して他 人が ど そ う思 う 1 91 27.7 91 27.7

う思 ってい るか気 にす る方 であ る と思 やや そ う思 う 2 179 54.4 270 82.1
い ます か。 ややそう思わない 3 43 13.1 313 95.1

そ う思 わない 4 16 4.9 329 100.0

Q320あ なた は服装 は 自己表 現の有力 な手段 無回答 0 1 0.3 1 0.3

である と思 い ますか。 そ う思 う 1 118 35.9 119 36.2

ややそ う思 う 2 159 48.3 278 84.5

ややそう思わない 3 42 12.8 320 97.3

そ う思わ ない 4 9 2.7 329 100.0
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表10被 服に対する意識と行動

設 問 事 項 カ テ ゴ リー 度数
(人)

頻 度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

Q321あ なた は どち らか と云 えば華やか な服 そう思 う 1 60 18.2 60 18.2

装 が好 きな方で ある と思 い ますか。 やや そ う思 う 2 112 34.0 172 52.3

ややそう思わない 3 125 38.0 297 90.3

そう思わない 4 32 9.7 329 100.0

Q322あ なたはお正 月 には着物 を着た い と思 そ う思 う 1 145 44.1 145 44.1

い ます か 。 やや そ う思 う 2 96 29.2 241 73.3

ややそう思わない 3 51 15.5 292 88.8

そう思 わない 4 37 lL2 329 100.0

Q323あ なたは どち らか と云 うと目立た ない 無回答 0 1 0.3 1 0.3

地味 な服装が好 きな方 であ ると思 い ま そう思 う 1 20 6.1 21 6.4

す か 。 やや そ う思 う 2 85 25.8 106 32.2

ややそう思わない 3 155 47.1 261 79.3

そう思 わない 4 68 20.7 329 100.0

Q324あ なたは他人 や周囲の人 達 と同 じよ う そう思 う 1 19 5.8 19 5.8

な服装 をしてい る方が気 持が落 ちつ く やや そ う思 う 2 116 35.3 135 41.0

方 だ と思い ますか。 ややそう思わない 3 121 36.8 256 77.8

そう思 わない 4 73 222 329 100.0

Q325あ なたは少 し高価 で もデザイ ン品質 の そう思 う 1 159 48.3 159 48.3

よい もの を選 んで着た い と思い ます か。やや そ う思 う 2 144 43.8 303 92.1

ややそう思わない 3 23 7.0 326 99.1

そう思 わない 4 3 0.9 329 100.0

Q326あ なたは流行 は人 よ りす ぐに取 り入 れ そう思 う 1 9 2.7 9 2.7

る方 であ る と思い ます か。 やや そ う思 う 2 61 18.5 70 21.3

ややそう思わない 3 195 59.3 265 80.5

そう思 わない 4 64 19.5 329 100.0

Q327あ なたは 自分 も流 行 に遅 れない ように そ う思 う 1 11 3.3 11 3.3

す る方であ る と思い ますか。 やや そう思 う 2 143 43.5 154 46.8

ややそう思わない 3 117 35.6 271 82.4

そ う思わ ない 4 58 17.6 329 100.0

Q328あ なたは流行 に関心 はあるが洋服の着 そう思 う 1 142 43.2 142 43.2

心地や経済性および好みを考えてから やや そう思 う 2 147 44.7 289 87.8

取 り入 れ る方 であ ると思 い ますか。 ややそう思わない 3 35 10.6 324 98.5

そ う思 わない 4 5 1.5 329 100.0

Q329あ なたは流行 は追 わ ない方であ る と思 そう思 う 1 46 14.0 46 14.0

い ま す か 。 やや そう思 う 2 102 31.0 148 45.0

ややそう思わない 3 150 45.6 298 90.6

そ う思わ ない 4 31 9.4 329 100.0
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(2)ス タイル の 嗜好 度 に つい て

着 て みた い と思 うス タ イル は、 表11の よ うに、 ドレ ッ シー201人(61.1%)と 最 も多 く、

次 いで ス ポー テ ィ116人(35.3%)、 カ ジ ュア ル11人(3.3%)の 順 に選 好 され て い る。 前 回
12)

の調査 に よれ ば、 ドレ ッシー(35。6%)、 カ ジ ュアル(33.7%)、 ス ポ ー テ ィ(30.5%)の

順 で い ずれ もあ ま り差 が な く本 調査 とは異 っ てい る。 これ は、今 回 に お け るサ ンプル の抽

出 も要 因 の 一 つ として あ げ られ るの で はな か ろ うか 。

表11ス タイルの嗜好度

度数 頻度 累積度数 累積頻度
項目 (人) (%) (人) (%)

無回答 0 1 0.3 1 0.3

スポ ー テ ィ 1 116 35.3 117 35.6

ド レ ツ シ ー 2 201 61.1 318 96.7

カ ジュ アル 3 11 3.3 329 100.0

(3)ふ り袖の嗜好性 と選択行動 について

「ふ り袖 の選択」 と 「選択 した理由」を調査 した結果 をそれ ぞれ表12、 表13に 示す。

表 による と着 て見たいふ り袖では、「御所車の古典柄 で、地色 は朱色系で金色 をあ しらって

いる」が162人(49.2%)で 最 も多 く、次いで、「和洋折衷風 でハイ ヒールを履 き、地色 は

多色」が56人(17.0%)、 「大正 ロマ ン風 で半衿 にはししゅうをあしらい、地色は茶色系 と
13)

金色」が45人(13.7%)で ある。朝 日新聞 による と 「金彩友禅作 家の和 田光正氏が、氏の

作品展示会 で入場者 を対象に着物 についてアンケー トした結果、若年層ほ ど古典的な文様

にひかれている(取 意)」 とあるが、われわれの調査結果で も同様の傾向が見 られた。 また

ふ り袖 でハイ ヒールを履 くという、一見奇抜なスタイル と思われ る和服 の着装行動が、若

い世代 にどう反映するか関心があったが、結果 としては17%の 支持があ り、従来の和服着

装行動では見 られなか った傾向が、若年層の嗜好 に取 り入れ られていることがわか った。

ふ り袖の選択 した理由(表13)に ついてみると、「全体 の色の調和 が好 ましいか ら選んだ」

が198人(60.2%)と 極 めて高 い支持 を得 ている。次いで、「着物が洋服感覚で現代 的だか

ら選 んだ」41人(12.5%)、 「昔か らあ る柄和服 向き、模様 なので選んだ」40人(12.2%)、
14)

「その他 」25人(7.6%)、 「豪 華 だ か ら選 んだ 」23人(7.0%)の 順 にな って い る。前 回 の

調 査 時 の結 果 に よれ ば、1位 「全 体 の 色 の調和 が好 ま しいか ら選 んだ(53.1%)」 、2位 「昔

か らあ る柄 、和 服 向 き模 様 な の で 選 ん だ(18.9%)」 、3位 「豪 華 だ か ら選 ん だ(15 .0

%)」 、 「着物 の柄 が洋服 感 覚 で現 代 的 だ か ら選 んだ(12.8%)」 とな り、 本調 査 の結 果 と微

妙 に異 ってい る。
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表12 ふ り 袖 の 選 択

項 目 度 数(人) 頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

無回答 0 3 0.9 3 0.9

和洋折 衷ふ うでハ イ ヒールを履 き地色 は多色 1 56 17.0 59 17.9

御所車の古典柄で地色は黒色 2 24 7.3 83 25.2

花柄総しぼりで地色は黄色系 3 14 4.3 97 29.5

大正 ロマ ン風 で半衿 には ししゅうをあ しらい地色 は茶色系 で金色 4 45 13.7 142 43.2

御所車の古典柄で地色は朱色系で金色をあしらっている 5 162 49.2 304 92.4

橘 の古典柄 で地 色は鵯(と き)色 6 25 7.6 329 100.0

表13ふ り袖の選択 した理由

理 由 度数
(人)

頻度
(%)

累積度数
(人)

累積頻度
(%)

無回答 0 2 0.6 2 0.6

全体の色の調和が好ましいから選んだ 1 198 60.2 200 60.8

着物が洋服感覚で現代的だから選んだ 2 41 12.5 241 73.3

豪華だから選んだ 3 23 7.0 264 80.2

昔か らある柄 ・和服 向 き模様 なので選 んだ 4 40 12.2 304 92.4

その他 5 25 7.6 329 100.0

3.3心 理調査 と被服 に対する意識 と行動調査 のクロス集計

「性役割志向性尺度の得点(ISROC)」 と 「女性 に対 する態度尺度 の得点(ATWC)」 をク

ロスさせて、作成 したブロック図 を図2に 示す。

＼

性役割 志向性尺度(ISROC)

図2女 性 に対する態度尺度(ATWC)X性 役割志向性尺度(ISROC)
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図 に よれ ば、得 点 にお い て 「ISROC」 の(40～49点)と 「ArWC」 の(1～25点)の94人

(29.8%)の 組 合 せ が1番 多 く、次 いで 、 「ISROC」(50～59点)と 「ATWC」 の(1～25

点)70人(22.2%)の 組 合 せ 、 さ らに 「ISROC」 の(50～59点)と 「ATWC」 の(26～33

点)の 組合 せ の順 にな って い る。次 に「ATWC」 の得 点 の軸 で見 て み る と、 「ATWC」 が(1

～25点)の 者 が197人(62 .5%)で あ り、次 に 「ATWC」 の(26～33点)の 者 が103人(32.7

%)で 、 この両者 の得点 の者 が大 部 分 で あ る。 また、 「ISROC」 か らみれ ば、 「ISROC」 の

(50～59点)の 得 点者 が138人(43.8%)と 一 番 多 く、 次 いで(40～49点)、117人(31.14

%)と な り、 その117人 中94人(29.84%)が 「ATWC」 の(1～25点)の 得 点 者 で あ る。

以上 の結果 か ら、 「IsRoc」 、 「Arwc」 ともに低 得 点 者 が多 く、特 に 「ATwc」 で は、

男 女 の平 等観 が 弱 く、か な り伝 統 的 な性 役割 志 向性 で あ る とい え る。z2検 定 で有 意差 があ

りこの こ とは、 「ISROC」 と 「ATWC」 の両 テ ス ト間 に は、 極 め て高 い 関連 性 が み られ 、

両 テ ス トの類 似性 を示 す もので あ る。

「ISROC」 と項 目の 「あなたは自分 によ く似合 う服 を着 ている と思いますか」 とをクロ

スさせて、作成 した ブロック図を図3に 示す。

性役割 志向性尺度(ISROC)

図3あ なたは自分によ く似合 う服を上手にX性 役割志向性尺度(ISROC)

着こなしていると思いますか。

図 に よれ ば、 「ISROC」 の(40～49点)の 者 が 「やや そ う思 う」の が72人(21.9%)と 一

番 多 く、次 いで 「ISROC」 の(50～59点)の 者 が 「やや そ う思 う」67人(20 .4%)、 さ らに

「ISROC」 の(50～59点)の 者 が 「や や そ う思 わ な い」49人(14 。9%)の 順 に な る。 次

に、項 目の 「あ なた は 自分 に よ く似 合 う服 を上 手 に着 こな して い る と思 い ますか 」 を軸 に

見 れ ば、 「や や そ う思 う」が171人(52.0%)と 半数 以 上 で あ り、 「やや そ う思 わ な い」の否
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定 の意 見 も100人(30.4%)で あ る。また 「ISROC」 か らみ れば、「やや そ う思 う」者 が 「ISROC」

の(40～49点)の 者125人(38.0%)中72人 で あ り、次 い で、(50～59点)の 者142人 中67人

で あ っ た。 「ISROC」 の(40～49点)お よび(50～59点)の 者 が 「や や そ う思 う」 のが139

人(42.2%)と 多 い反 面、 「やや そ う思 わ ない 」 の も81人(24。6%)い る。
15)

ISROCの 総得点による革新性一保守性の判定か ら見 ると本学学生のISROCの 得点分布 は

かな り保守的であるとい える。衣服の着 こな しや選択行動 において もこの傾向がみられ自

分の好 みよ りも伝統性や習慣性 を重視 してい ることが調査結果か ら明 らかになった。z2検

定で は、両項 目間 には5%レ ベルで有意な差が認め られた。

「ISROC」 と項 目の 「成人式にはふ り袖 を着たい と思い ますか」をクロスさせて、作成

したブロック図を図4に 示す。

性役割志向性尺度(ISROC)

図4成 人式には振袖 を着たいと思いますか×性役割志向性尺度(ISROC)

図 に よれ ば、 「ISROC」 の(40～49点)の 者 が 「そ う思 う」100人(30.4%)で 一 番 多

く、 次 い で 「ISROC」 の(50～59点)の 者 が 「そ う思 う」85人(25.8%)と な る。次 に 「成

人 式 にはふ り袖 を着 た い と思 い ますか 」 を軸 に見 れ ば、 「そ う思 う」 が226人(68.7%)と

多 く、 「や や そ う思 う」55人(16.7%)と 合 せれ ば、 大部 分 の281人(85.4%)が 成 人 式 に

は、 ふ り袖 を着 た い と思 って い る。 また 「ISROC」 の(40～49点)の 者125人 中100人 が ふ

り袖 を着 た い と思 って い る。伝 統 的、 保 守 的 な考 え方 の持 主 は、式 典 には昔 なが らの振 袖

を着 た い と思 うの で あ ろ うか。Z2検 定 に よ り、両項 目間 に は1%レ ベ ル で の有 意 差 が認 め

られ た。

「ISROC」 と項 目の 「人間は服装 よりも自分 自身が大切だか ら、着 るものに こだわ らな

い方が良い と思いますか」 をクロス させて作成 した、 ブロ ック図 を図5に 示す。
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性役割志向性尺度(ISROC)

図5人 間は服装よりも自分自身が大切だから、着るものに×性役割志向性尺度(ISROC)

こだわらない方が良いと思いますか。

図 に よれ ば 「ISROC」 の(50～59点)の 者 が 「や や そ う思 わ ない」57人(17.3%)で 一

番 多 く、次 いで 「ISROC」 の(40～49点)の 者 が 「や や そ う思わ な い」55人(16.7%)と

な る。 次 に、項 目 「人 間 は服装 よ り自分 自身 が大 切 だか ら、 着 る もの に こだ わ らな い 方が

よい と思 い ます か」 を軸 にみ れ ば、 「や や そ う思 わ ない」が131人(39.8%)で 、 「そ う思 わ

ない」81人(24.6%)と 合 わ せ る と212人(64.4%)と な り、 反対 意 見 の方 が 多 い。 女性 の

美 しさ を求 め る古風 な考 え方 の持 主 が 多 いた め と思 われ る。Z2検 定 よ り、両項 目間 には5

%レ ベ ル の有 意差 が 認 め られ た。

「ISROC」 と項 目の 「あなたは他人 と同 じような服装 をするのが嫌いで、個性的な服 を

着る方である と思 いますか」 をクロス させ作成 したブロ ック図 を図6に 示す。

性役割志向性尺度(ISROC)

図6あ なたは他人と同じような服装をするのが嫌いで、×性役割志向性尺度(ISROC)

個性的な服を着る方であると思いますか。
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図によれば、「ISROC」 の(50～59点)の 者が 「ややそ う思わない」が74人(22.5%)で

一番多 く
、次いで 「ISROC」 の(40～49点)の 者が 「ややそ う思わない」66人(20.1%)

となる。次 に 「個性的な服 を着 る方であると思い ますか」 を軸 に見 れば、164人(49.9%)

と約半数が 「やや そう思わない」方である。 また 「ISROC」 の(50～59点)の 者142人 中

「ややそ う思わない」が74人 と多 く、「そう思わない」15人 と合せ ると反対 の意見の方が多

くなる。「ISROC」 の得点の低 い者は 「個性的 な服」に対 しては拒否定 であ る傾向が ある。

このことは 「ISROC」 の低得点層(保 守的尺度)の 者 は、服装 において も個性的 よ りも伝

統的で無難 な服 を着 るようである。Z2検 定 によ り、両項 目間には1%レ ベルの有意差が認

め られた。

「ISROC」 と項 目の 「あなたは女性の目を意識 して衣服 を着てい ると思い ますか」をク

ロス させて、作成 したブロ ック図 を図7に 示す。

性役割志 向性 尺度(ISROC)

図7あ なたは女性の目を意識 して衣服×性役割志向性尺度(ISROC)

を着ていると思いますか。

この結 果 、 「ISROC」 の(50～59点)の 者 が、 「や や そ う思 う」84人(25.5%)で 一 番 多

く、 次 いで 「ISROC」 の(40～49点)の 者が 「やや そ う思 う」66人(20.1%)で あ る。 次

に、 「ISROC」 に対 す る 「同性 の 目を意識 して衣 服 を着 る」との項 目 につ いて は 「やや そ う

思 う」者 が、178人(54.1%)と 半数 以上 で あ る。伝 統 的 な、 因襲 的 な考 え方の 者 は、仲 間

はず れ に な りた くな いた め で あ ろ うか、 女 性 の 目 をか な り意 識 して批 判 を受 けな い よ うな

衣 服 を着 て い る もの と思 われ る。

「ISROC」 と項 目の 「成人式には、あなたはふ り袖 よ りも個性的な洋服 を着たい と思 い

ますか」 をクロスさせて、作成 したブロック図を図8に 示す。
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性役割志向性尺度(ISROC)

成人式にはあなたは振袖 よりも個性的な図8

洋服を着たいと思いますか。X性 役割志向性尺度(ISROC)

この 結果 、 「ISROC」 の(40～49点)で 「そ う思 わ ない」者 が73人(22 .2%)と 多 く、 次

い で 「ISROC」 の(50～59点)で 「や や そ う思 わ な い」 が58人(17 .6%)と な る。次 に、

「ISROC」 に対 す る 「成 人 式 にふ り袖 よ り個 性 的 な洋 服 を着 る」項 目に つい て は 「そ う思

わ な い」 が154人(46.8%)と 多 く、 「や や そ う思 わ な い」 者111人(33.7%〉 と合 わ せ る

と、反 対 意 見が 、265人(80.6%)と 非 常 に多 くな る。 伝 統 的 ・因襲 的 で あ るの で、成 人 式

に は個 性 的 な洋 服 よ りも、伝統 的 な衣 服 を着 た い と思 って い る のが み られ る。z2検 定 に よ

り、両 項 目間 に は0.1%レ ベ ル の高 い有 意 差 が認 め られた 。

「ISROC」 と項 目の 「あなたは服装 によって性 的魅力 を発揮で きる と思 いますか」 をク

ロスさせ て、作成 したブロック図 を図9に 示 す。

性 役割志 向性 尺度(ISROC)

図9謙 讐驚 訴 ∫性的魅力を発揮
X性役割志向性尺度(ISR。C)
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図 に よれ ば、 「ISROC」 の(50～59点)で 「やや そ う思 う」が57人(17.3%)で 多 く、次

いで 「ISROC」 の(40～49点)の 「や や そ う思 わ な い」44人(13.4%)、 「ISROC」 の(40～49

点)の39人(11.9%)の 順 とな る。 「ISRocjに 対 す る 「服 装 によ って性 的魅力 を発 揮 で き

る と思 う」項 目 につ いて は、 「や や そ う思 わ な い」103人(31.3%)と 「そ う思わ ない」65

人(19.8%)を 合 わせ る と、 反対 意 見 は168人(51.1%)と 半 数 以上 とな る。 「女 性 は慎 し

み深 く」 をモ ッ トー に して い る伝 統 的 な考 え方 の約 半数 は、 服装 に よ り性 的魅 力 を発揮 で

きない と思 って い る。Z2検 定 に よ り、 両項 目間 に は1%レ ベ ルの有 意差 が 認 め られ た。

「ISROC」 と 「着 て みた い ス タイル 」 をク ロス させ て、 作成 した ブ ロ ック図 を図10に 示

す 。

性役割志向性尺度(ISROC)

図10ス タイルの嗜好度×性役割志向性尺度(ISROC)

図 に よれ ば、 「ISROC」 が(40～49点)で 「ドレ ッシー」 を選 ぶ者 が85人(25.8%)で 一

番 多 く、 次 い で、 「ISROC」 の(50～59点)で 「ドレ ッシ ー」74人(22.5%)と な る。 ま

た 、 ス タイ ルで は 「ドレ ッシー 」を201人(61.1%)と 最 も多 く選 んで お り、 次 に,ス ポ ー

テ ィ116人(35.3%)と な りカ ジ ュアル は11人(3.34%)と 選 んだ者 は わず かで あ る。 さ ら

に、 「ISROC」(40～49点)で 「ドレ ッシー」を選 ぶ ものが125人 中85人 と圧倒 的 に多 い。 こ

れ は、伝 統 的 な女 性 は女 ら し く、 しなや か な 「ドレ ッ シー 」 な衣 服 を着 て 「女 性 ら しさ」

を強 調 す る もの と思 われ る。Z2検 定 よ り、両 項 目 に は5%レ ベ ル の有 意差 が 認 め られ た。

「ATWC」 と項 目の 「成人式 にはふ り袖 を着たい と思い ますか」をクロス させて、作成

したブロック図 を図11に 示す。
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女性に対する態度尺度(ATWC)

図11成 人式には振袖を着たいと思いますかX女 性に対する態度尺度(ATWC)

図 に よれ ば、 「ATWC」 が(1～25点)で 「そ う思 う」者 が148人(47.0%)と 約 半 数 を

占 め る。 な お 「そ う思 う」 者 が 、219人(69.5%)と 多 い。 次 に、 「ATWC」 を軸 で み れ

ば、 「ATWC」 の 「1～25点 」で 「そ う思 う」者 が197人(62.5%)と 相 当多 い。 「ISROC」

の 場合 と比 べ て 「ATWC」 の方 が、 低 得点 者 す なわ ち、 伝統 を重 ん じる女性 群 で成 人式 に

ふ り袖 を着 た い と思 って い る ものが 多 い とい う結 果 にな った。z2検 定 に よ り、両 項 目 には

0.1%レ ベ ル の高 い有 意 差 が認 め られ た。

「ATWC」 と項 目の 「成人式 には振袖 よ りも個性的 な洋服 を着たい と思 いますか」をク

ロスさせて、作成 したブロック図 を図12に 示す。

女性に対する態度尺度(ATWC)

図12成 人式にはあなたは振袖よりも個性的な洋服

を着たいと思いますか。 ×女性に対する態度尺度(ATWC)
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図 に よれ ば、 「ATWC」 が(1～25点 〉 で 「そ う思 わ な い 」 者 が102人(32.4%)と 多

く、次 いで 「や や そ う思 わ な い」67人(21.3%)と な る。 「成 人 式 には振袖 よ りも個性 的 な

洋服 を着 た い と思 う」 との項 目でみ れ ば、 「そ う思 わ な い」152人(48.3%)と 「や や そ う

思 わ な い」106人(33.7%)を 合 わせ る と、258人(81.9%)と 反対 の意見 の 方が 多 い。相

当保 守 的 、 因襲 的態 度 を持 って い る者 が 、式 典 の成 人 式 には、 や は り振袖 よ りも個 性 的 な

洋服 を着 た くない と思 ってい る こ とが わか る。Z2検 定 よ り、両項 目間 に は0.1%の 高 い有 意

差 が認 め られた 。

「ATWC」 と項 目 「他人や周囲の人達 と同 じような服装 をしている方が気持が落ちつ く

方だ と思い ますか」 をクロスさせて、作成 したブロック図 を図13に 示す。

女性に対する態度尺度(ATWC)

図13繋 朧 紫 襲 鱗 蟹 うな服装をしている方がX女性`二対する態度尺度(ATWC)

図 に よれ ば、 「ArWC」 が(1～25点)で 「や や そ う思 う」者 が78人(24.5%)と 多 く、

「やや そ う思 わ れ ない」者 も77人(24.4%)で あ る。 反対 意見 の 「や や そ う思 わ ない」117

人(37.1%)と 「そ う思 わ ない」70人(22.2%)を 合 せ る と187人(59.4%)と 半数 以上 と

な っ てい る。服 装 に よ って、 自己 を表現 しよ う とす る人 が半 数以 上 い る とい うこ とで あ ろ

うか。Z2検 定 に よ り、 両項 目間 には1%レ ベ ル の有意 差 が認 め られ た。

3.4被 服 に対 する意識 と行動調査 の項 目間の クロス集計

「あなたはTPOに 合せて適切 な衣服 を選んでいると思い ますか」 と 「短大1年 生 ・短大

2年 生」 をクロスさせて作成 したブロ ック図 を図14に 示す。
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一 被験者

図14あ なたはTPOに 合せて適切な衣服を選んでいると思いますか×被験者

図によれば、「あなた はTPOに 合せて適切 な衣服 を選んでい ると思い ますか」とい う項 目

に対 して、着 てい ると思 うと回答 した者 は2年 生 よ りも1年 生 の方がわずかなが ら多か っ

た。 しか し、「そう思わない」 とい う比率 は2年 生中では28人(17.4%)で あるのに対 し

て、1年 生中では15人(9.3%)と な ってお り、この比率 の差が 「あなたはTPOに 合せ て適切

な衣服 を選 んでい ると思い ますか」 と 「短大1年 生 ・短大2年 生」間の意識行動での5%

レベルの有意差 とな ってあ らわれていると思、われる。

「あなたは服装 によって性的魅力を発揮 出来 ると思い ますか」 と 「あなたは男性 の目を

意識 して衣服 を着ている と思 いますか」をクロスさせて、作成 したブロック図 を図15に 示す。

Q310あ な たは男性 の 目を意 識 して衣服

を着て いる と思い ますか。

図15あ な た は 服装 に よ って 性 的 魅 力 を発 揮 出来 る とxあ な た は 男性 の 目を意 識 して衣 服 を着 て い る と

思 い ます か 。 思 い ます か。
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服装によって性的魅力 を発揮で き、かつそれは男性の 目を意識 しているか否かの設問で

は、109人(33.4%)が 肯定 し、90人(27.3%)の 者が否定 と回答 した。 この項 目ついて

は、意見が二分化 されてい る。つ まり服装 によって性的魅力 を発揮で き、かつ男性 の目を

意識 しているというグループ と、その意見 に対 する否定的なグループが有在 している こと

がわか る。Z2検 定で は両項 目間には0.1レ ベルでの高い有意差が認 められた。

「あなたは服装 によって性的魅力 を発揮出来 ると思い ますか」 と 「あなたは女性の 目を

意識 して衣服 を着ていると思い ますか」 をクロスさせて作成 したブロ ック図 を図16に 示す。

Q311あ なたは女性の 目を意識 して衣服

を着 ている と思い ますか。

図16あ な たは 服 装 に よ っ て性 的 魅 力 を発 揮 出来 る とxあ な た は女 性 の 目 を意 識 して 衣 服 を着 て い る と

思 い ます か 。 思 い ま すか 。

服装 によって性的魅力 を発揮で き、かつそれは、女性 の目を意識 しなが ら着ているとの

組合せでは、128人(38.9%)の 者が肯定 し、108人(32.8%)の 者が否定的な回答 をした。

この結果 よ り、女性の目を気 にしているグループでは、服装 によって性的魅力 を感 じる者

と、感 じない者 とが二分 されてい る。Z2検 定で両項 目間 には、0.1%レ ベルでの高い有意差

を認 められた。

「着てみたいふ り袖」 と 「あなたは少 し高価 で もデザイン品質のよい ものを選んで着た

い と思い ますか」 との クロス させて、作成 したブロック図を図17に 示す。
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Q326あ なた は少 し高価で もデザイ ン品質 の

よい もの を選 んで着 たい と思 い ますか。

図17ふ り袖Xあ な た は少 し高価 で も デザ イ ン品 質 の よ い もの を選 ん で着 た い と思 い ま す か。

着てみたいふ り袖では、「御所車の古典柄で地色は朱色で金色 をあしらっている」とい う

項 目に対 して、「あなたは少 し高価で もデザイ ン品質のよい もの を選んで着てい ますか」と

い う設問に対 しては101人(30.1%)の 者が否定的な反応 を示 している。次に、少 し高価 で

もデザイ ンや品質の よい ものを選好 するか否か を軸 に見 てみると、その意見 に対 する否定

的 グループは259人(78.2%)と なっている。すなわち、若年層は値段や デザインや品質 な

どによってふ り袖 を選択す るという傾 向は否定 され、値段やデザインや品質にかかわ らず、

ふ り袖 を選好 されている ことが本調査結果 より明 らか にな った。z2検 定 では両項 目間 に

は、1%レ ベルで有意な差が認 められ た。

3.5ATWとISROの 心理 スケ ール との相 関係 数

心理調査 スケールの各項 目とATWやISROの 総合点 との相関係数を算 出した結果 を表14

に示す。

ATWと 項 目Q125「 社会 の知的な主導権 は男性」、Q16「 キ ャリア女性に とって、出産や

育 児は障害 であってはな らない」、Q124「 女性 がブル ドーザを運転 した り、男性が編物 す

るのが、ばかげた こと」、Q112「 重要な仕事抱えていて も、女性はいるべ き場所 は家庭 で

ある」Q121「 女性の権利 を主張す るより、 よい妻・よい母であるべ き」Q11「 女性の管理
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は家庭 ・男性 の管理 は国家 の管理運営」、Q17「 妻が料理や掃除 ・夫 は金 を稼 いで くるべ き」

との間には、極 めて高い正の相関が認 められ た。 またATWと 項 目Q118「 女性が家庭外で

活動 している場合 は、男性 も家事 を分担すべ き」の間には負の相関が認 め られた。 さらに

ISROと 各項 目Q17「 妻が料理や掃除・夫 は金 を稼 いで くるべ き」、Q112「 重要な仕事抱 え

ていて も、女性 はい るべ き場所 は家庭である」、Q111「 キャリア女性 になるよりも、育児

と家事 は自分の仕事 」、Q19「 女性 は家 にいて、子供の世話 をしているのが幸福」、Q11「 女

性 の管理 は家庭 ・男性の管理 は国家 の管理運営」、Q121「 女性の権利 を主張するよ り、 よ

い妻 ・よい母 であるべ き」、Q125「 社会の知的な主導権 は男性」 との間には、極めて高い

正 の相関が認 め られた。ISROと 項 目Q113「 夫は家庭 内の雑用 をして、妻が家計 をまかな

う」の間には負の相 関が認め られた。両テス トと無相関 となった設問項 目は、Q16「 キャ

リア女性 に とって、出産や育児が障害 となってはいけない」のみであった。次にATWとISRO

テス トとの関連 について検討す る。例 えば、Qll「 女性の管理 は家庭 ・男性の管理 は国家

の管理運営」 とATWは0.523、Q11「 女性の管理 は家庭 ・男性の管理は国家の管理運営」

とISROは0.5877と 値 をとっている。

この ような各項 目とATWやISROの 相関係数値 は近 い値 を取 る組合せが多 くみ られる。

このことは、ATW調 査法 とISRO調 査法の本調査項 目間での類似性 を示唆 してい るといえ

る。た とえばQ11とATW、Q11とISROと の相 関係数の差 があるか否 かを検定す るには、
16)

次 のような統計的処理が必要であ る。

いま、2組 の独立 な標本相関係数r1、r、が得 られた とき、それぞれの標本の母集団の相関

係数ρ1、ρ2が等 しいか否かの検定 について考える。 ここで帰無仮説はρ1、ρ2である。

いま、2組 の標本 の大 きさをそれぞ楓 恥 とす る・一音1輯 生1-1・15131・ 級・

1十r と お く と
n1、n2が 十 分 大 き け れ ば(n1≧50、n2≧50)1-r

Z1-Z2

t=
n1と3+n、 ≧3(1)は 近似 的に ゜の まわ りで騨 偏差1の 正規 分

布 をする。したがって、 もし、有意水準 をαにとるな らば、αに応ず るtの 値、tαを正規 分

布表か ら求め(1)式か ら得 られ たtと 比較 して、 もし、

Iti>t2な らばρ、=ρ、の仮説を棄却 できるが

it1≦t2な らばρ1=ρ2の仮 説を棄却 で きない。

この ように算出 したATWの 総得点 と各ISROに 関する設問項 目、ISRO総 得点 と各ISRO

に関す る設問項 目 との相関係数の間には有意差 が認め られず(両 相関係数 は等 しい)こ の

ことから、両 テス トと設問項 目間の相関係数間には共通性が認 められ、本稿では両テス トを採

用 したが、ISROは 性役割志向性尺度、ATWは 女性 に対 する態度尺度 という異なった心理テ

ス ト法 であ りなが ら、本調査の質問項 目間に対 しては、両 テス トとも相 関係数 に有意差は認
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め られなか った。この ことは、いずれか一方のテス トを実施することによって、当該被服行動

との関連性 をある程度表現で きるのではないか、とい う示唆が得 られた。なお、ATWとISRO

総得点 の相関係数 は0.739と 相当高 く、ATWとISROの 個人総得点 を心理的側面か らカテゴ
17)

リ化 した両者 間 の ク レマーV係 数(Cramer'SVCoefficient)は0.493で あ った。 被 服行

動 の設 問項 目 とATW・ISROテ ス ト問 で無 相 関 と判 定 され た項 目 はQ16「 キ ャ リア女性 に

とって、 出産 や 育 児が 障 害 とな って はい け ない」 のみ で あ った。

表14ATWとISROの 心 理 スケ ー ルの 相 関係 数

アイテム ATW ISRO アイ テム ATW ISRO アイテム ATW ISRO

Q11 0.52369 0.58770 Q112 0.56005 0.67678 Q123 0.42792 0.27957

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
315 328 315 328 315 328

Q12 0.22314 0.32325 Q113 一〇
.47371 一〇.54828 Q124 0.56858 0.37345

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001

315 328 315 328 315 328

Q13 0.11829 0.37125 Q114 一〇
、29122

一〇
.29672 Q125 0.65487 0.50365

0.0359 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001

315 328 315 328 315 328

Q14 一〇
.20892

一〇
.28196 Q115 0.38421 0.44632 Q126 一〇

,48380
一〇

.27518

0.0002 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001

315 328 315 328 315 328

Q15 0.32271 0.44800 Q116 0.22654 0.23434 Q127 一〇
.20314 一〇、03900

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0003 0.4815

315 328 315 328 315 328

Q16 0.05836 一〇。03794 Q117 0.24951 0.15811 Q128 0.38495 0.29703
0.3018 0.4936 0.0001 0.0041 0.0001 0.0001

315 328 315 328 315 328

Ql7 0.50660 0.67838 Q118 一〇
.52404 一〇.48531 Q129 0.31572 0.20927

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
315 328 315 328 315 328

Ql8 一〇
。31404 一〇.37751 Ql19 一〇

.45257 一〇,37807 Q130 一〇.48526 一〇
.37922

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
315 328 315 328 315 328

Q19 0.40385 0.60129 Q120 一〇
.40607 一〇.21168 Q131 0.42602 0.31643

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001 0.0001
315 328 315 328 315 328

Q110 一〇
.22798

一〇
.37627 Q121 0.55462 0.56271

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001

315 328 315 328

Qll1 0.47847 0.66385 Q122 一〇
.49939 一〇.39074

0.0001 0.0001 0.0001 0.0001

315 328 315 328
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4ま とめ

単純集計 の性役割志向性尺度(ISRO)に おいては男女平等 に仕事 をするキャリア・ウー

マンになって、仕事 と育児 を両立 させたい と思 う者が多いが、伝統的 な考え方の者 も約半

数み られた。

単純集計 の女性 に対す る態度尺度(ATW)に おいては男女平等意識が強いが、現実 もわ

きまえて、ち ゃっか りした一面 を持つのが、本学学生の姿 であった。

性役割志向性尺度(ISRO)の 得点化 については、本学学生 の156人 が伝統的な性役割志

向性 であ り、 その内31人 が、極めて伝統的で古風な考 え方の持主であった。 また、 フェミ

ニ ス ト女性 も、31人 とい う少な さであった。

女性 に対 する態度尺度(ATW)に ついては本学学生では、かな り革新的な平等観 を持 つ

ニ ュー ・フェミニズム思想 の持主は非常 に少な くわずか15人 であ り、大部分が保守的で、

古風な考 え方を もってい る結果 となった。

以上の性役割志向性尺度(ISRO)と 女性に対する態度尺度(ATW)の 両者の調査結果

か ら、本学学生 ではフェ ミニス ト女性 は非常 に少な く、大部分が伝統的、因襲 的、古風 で

あることがわかった。
18)

被服 に対 する意識 と行動についての単純集計の結果では、 マズローの要求5段 階説 によ

れ ば、『現在わが国の実際の女性 の服装 をみてみると、生理要求 と安全要求はほ とん どの場

合満 されている』と報告 されているが、本調査 で も 「夏 は涼 しく冬 は暖 か く」や 「衣服 の汚

れ に対す る反応」お よび、「素材 の選択」とい う項 目で も高比率を占め、マズローの要求5

段 階説 と同傾向の結果が検証で きた。つぎに、愛 情・所属要求、例 えば 「TPOに 合わせて

衣服 を着用する」や 「他人 の目を気 にして衣服 を着用す る」 とい う項 目について も、ほ と

ん ど満 たされている。つづいて、尊重要求 「成人式にふ り袖 を着用」や 「高価で もよい服

を選択」お よび、「ブラン ド志向」、「お正月で私服 を着用」の項 目において、 この場合 もか

な り高率で満た されてい る。 自己実現要求、例 えば、「個性的 な衣服 を着用」や 「服装 は自

己表現の手段」の項 目において満 されていない結果 となった。

被服 の流行 については、着心地、経済性 とも依然 として重視 しなが らも、流行 には遅れ

ない ような関心 を示 している。 これ らの結果 か ら本学学生 は、衣生活 において堅実 に過 し

ている ことがわか る。

着て見たいスタイルにおいては、 ドレッシーが高比率で選好 されたが、 これは今回抽 出

したサ ンプル写真が、時代 の流行 にあったボデ ィー コンシャスのためではなか ろうか と思

われ る。

着て見 たいふ り袖 としては、 もっ とも多 くの人が色 ・柄 ともに伝統的感覚で古典的な も

のを選 んでいる。 しか し一方では、和洋折衷風でハイ ヒールを履いているニュー着物 を着

用 したい と希望 している者 も17%占 めている。反面、復 古調の大正 ロマ ン風の着物 をも選
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好 されていることがわかった。先進的なニ ュー着物 と伝統 的 ・復古調 とい う両極のスタイ

ルに選好 グループの多数 を占めていることは、被験者が若年層(短 期大学生)と いうこと

を考 え併せ る と興味 ある結果である。

クロス表分析結果では

「性役割志向性尺度 の得点(ISROC)」 と 「女性 に対 する態度尺度 の得点(ATWC)」 の

組合せの場合、両者 ともかな り低得点者が多 く、本学学生 は男女 の平等観や、政治的、経

済的、社会的平等観が低 く、伝統的で保守的な考 えの持主 といえよう。

「ISROC」 と 「被服 に対 する意識 と行動」の有意差のある項 目の組合せでは、かな り伝

統的性役割志向性 を持 つ本学学生では、習慣や慣例 によ り行動が規定 されている傾 向が調

査結果 で明 らかにな った。

つ まり

・成人式 にはふ り袖 を着たい と思 っている者が多い
。

・成人式 にはふ り袖 よ りも個性的な洋服 を着たい と思っていない ものが多い
。

・個性的な服 を着ない方であると思 っている者が多い。

・服装 によ り性的魅力 を発揮で きない と約半数 の者が思 っている
。

・かな り女性の 目を意識 して衣服 を着ている と思 っている者が多い
。

・自分 によ く似合 う服 を上手 に着 こな してい ると思 う者が半数以上であ る
。

・多 くの者 は、着 る ものに こだわ らない方が よい と思 っていない。

・一番着 てみたいスタイル として 「ドレッシー」 を選 んだ者が多い
。

「ATWC」 と 「被服 に対 する意識 と行動」の有意差 のある項 目の組合せでは、か な り保

守的 ・因襲的態度 を もつ本学学生 では、次の ようなISROCと 同傾向の結果 となった。

・成人式 には振袖 を着たい と思 う者が多い。

・成人式には振袖 よりも、個性 的な洋服 を着たい と思 っていない者が多い。

・他人や周囲の人達 と同 じ服装 を している方が
、気持が落 ちつ く方だ とは思 っていない

者が多い。

以上 のように、「ISROC」 お よび 「ATWC」 の低得点者、つ まり、伝統 的な女性 は、服装

において もかな り伝統 的で保守的な態度 であるといえよう。

1・2年 生 ともTPOに 合せて衣服 を着用 しているが、わずかなが ら1年 の方が着用率が

上 回っている と回答 している。それ は、本学学生 は服飾科であるために、TPOに 対 する理

解度の違 いによる もの と考 えられ る。

男性 の目を意識 して被服 を着 ている ものは、被服 によって性的魅力を発揮出来 ると思 っ

ている。反対 の場合 も同様 であ り、2分 化 されているのがわかる。

女性 の目を意識 して被服 を着ている ものの半数は、被服 によ り性的魅力 を発揮で きる と

思 っているが、半数 の者 は思 っていないようである。
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ふ り袖 を選択す る場合 については、値段やデザイ ンや品質 には こだわらず、選好 されて

いることがわか った。従来、ふ り袖の素材 は絹 に限 られてお り、大変高価 である。 しか し、

最近、素材面の開発 によ り、絹 の ような光沢や風合を持つ化学繊維 による和服製品が多 く

出 まわっている。今 回の調査で も若年層(被 験者)に これ らの製品が支持 され る傾向が得

られ、昨今のいわゆる 「和服離れ」の現状 を変 える大 きな要因 として注 目すべ き現象であ

る。
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㈹ 調 査 表

(ア ン ケ ー ト1)

下 に示 した文 章 は、社 会 に お け る女 性 の 役 割 に対 す る態 度 を あ らわ して い ます。別 に どれ が 正 し く、どれ

が 間 違 っ て い る とい うの で は な く、 い わ ば単 な る見 解 です 。 あ な た は 「A」 非 常 に賛 成 ・「B」 や や 賛 成 ・

「C」 どち らで もな い ・「D」 や や 反 対 ・「E」 非 常 に反 対 の うち 、 自分 の 気 持 ち にあ て は ま る と思 う もの に

○ 印 を つ け て下 さい。

非常に や や どちら や や 非常にで も

賛 成 賛 成 な い 反 対 反 対

1.女 性 は家 庭 の管 理 に あ た るべ きで あ り、 国 家 の 管 理 運 営

は男 性 に任 せ て お くべ きだ。

2.女 性 が キ ャ リア を求 め る な らば、 大 方 の 女 性 は子 ど も を

持 つ べ きで は な い。

3.母 親 が 働 い て い る と、 就 学 前 の児 童 に は 害 の お よぶ こ と

が あ る。

4.仕 事 を持 つ とい う こ とは、 自分 自身 の人 生 を生 きて い る

とい う こ とだ 。

5.子 ど もを産 む こ とが 女 性 の証 で あ る。

6.キ ャ リア を求 め る女 性 に と って、 出産 や育 児 が そ の 障 害

とな る こ とが あ っ て は な らな い。

7.特 別 な ケー ス を除 き、 妻 が 料 理 や 掃 除 を や り、 夫 が 家族

の た め に金 を稼 いで くるべ きだ。

8.女 性 に も男 性 と全 く等 しい雇 用 の機 会 が与 え られ るべ き

で あ る。

9.女 性 は 家 に い て 、 子 ど もの 世 話 を して い る 方が ず っ と幸

福 で あ る。

10.働 く母 親 で も、 働 い て い な い母 親 と全 く同 じ よ うに 、子

ど も との 間 に あ た た か な安 定 した 関 係 を確 立 す る こ とは

で きる。

11.女 性 は 自分 の キ ャ リア を考 え る よ り も、 まず育 児 と家 事

を 自分 の 仕事 で あ る と心 得 るべ きで あ る。

12.重 要 な仕 事 を 数 々 抱 えて い て も、 や は り女 性 の 本 来 い る

べ き場 所 は家 庭 な の で あ る。

13.私 は、 夫 が家 庭 内 の 雑 用 を う け も ち、 妻 が 家 計 を まか な

っ て もい い と思 う。

14.男 で も女 で も、 同 じ仕 事 に対 して は同 じ賃 金(報 酬)が

支 払 わ れ るべ きだ。

15.私 は、 妻 に働 かせ て 自分 は 家 で 子 ど もの世 話 をす る よ う

な男 性 を尊 敬 す る こ とは で きな い。

16.肉 体 的 な重 労 働 が 女 性 に 向 か な い よ うに 、 精 神 的 、 感情

的 特 質 ゆ え に女 性 に 向 か な い仕 事 もい ろ い ろあ る とい う

こ と を、 女 性 自 身が 自覚 すべ きで あ る。
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非常に や や や や 非常 に

賛 成 賛 成 反 対 反 対

17.女 性 が 下 品 な言 葉 を使 っ た場 合 、 男 性 が そ れ を使 う よ り

も聞 き苦 しい。

18.女 性 が家 庭 外 で活 動 して い る現 代 の経 済 状 態 の も とで は、

男性 も皿 洗 い や洗 濯 の よ うな家 事 を分担 す べ きで あ る。

19.結 婚 式 で 「あ な た は 、 夫 に従 い ます か … 」 とい う一 節 が

あ るの は 女性 に と って侮 辱 的 な こ とで あ る。

20.結 婚 の 申 し込 は 女性 か ら も 自由 に して よい は ず だ 。

21.女 性 は女性 と して の 権利 を主 張 す る よ り、 よい 妻 、 よい

母 に な る こ とを重 ん じ るべ きで あ る。

22.女 性 は事 業 にお い て も、 ま た全 ての 職 業 にお いて も、 男

性 と同 様 に その 実 力 に あ っ た地位 を得 るべ きで あ る。

23.女 性 は男 性 が 行 く歓 楽 街 な どへ 行 こ う と思 っ て は な ら な

い。 ま た男 性 と同 じよ う に 自 由気 ま ま な行 動 を とっ て よ

い、 と思 っ て は な らな い。

24.女 性 が ブ ル ドーザ ー を運 転 し た り、 男 性 が 編 物 をす るの

は、 ばか げ た こ とで あ る。

25.社 会 に お け る知 的 な主 導 権 は大 部 分 、 男 性 の手 に あ るべ

き で あ る。

26.熟 練 を要 す る仕 事 の門 戸 は女 性 に も平 等 に開 か れ るべ き

で あ る。

27.多 く稼 い で い る女 性 は デ ー トの時 、等 し く出費 を 負 うべ

きで あ る。

28.家 族 の 中 で 息子 は 娘 よ り大学 に行 く事 を奨 励 され る べ き

で あ る。

29.一 般 的 に 父 親 は育 児 に 際 して母 親 よ り大 きな権 威 を 持 つ

べ きで あ る。

30.男 性 に よ って これ まで つ くられ て きた 「女 ら し さ」 の 考

え を受 け 入 れ る よ りも、 女 性 に と って は経 済 的 、 社 会 的

自由 が は るか に 重 要 で あ る。

31.雇 用 ・昇 進 の 際 、 女 性 よ り男 性 が 選 ばれ な けれ ばな ら な

い 仕 事 は 多 々 あ る。
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Q1

Q2

(ア ン ケ ー トII)

あ な た は 、 次 の どれ に あ て は ま り ます か。 あ て は まる所 に○ 印 を つ け て下 さい。

1.短 大1年 生2.短 大2年 生

あ な た は 、 次 の 文 の それ ぞれ に対 して、 自分 の 気 持 に あ て は まる と思 う もの を○ 印 をつ け て下 さい。

①あなたは自分によく似合う服を上手に着 こなしていると思

いますか。

②慶弔の式には伝統的な民族衣装である和服を着たいと思い

ますか。

③成人式には振袖を着たいと思いますか。

④人間は服装 よりも自分自身が大切だから、着るものにこだ

わらない方が良いと思いますか。

⑤ あなたは他人 と同じような服装 をするのが嫌いで、個性的

な服を着る方であると思いますか。

⑥ あなたは有名ブランドの服を着たいと思いますか。

⑦あなたはTPOに 合わせて適切な衣服 を選んでいると思いま

すか。

⑧あなたは服 を購入するとき洗たくしやすい素材を主に選ん

でいると思いますか。

⑨あなたは衣服が汚れたらす ぐに洗って着ていると思います

か。

⑩あなたは男性の目を意識 して衣服を着ていると思いますか。

⑪あなたは女性の目を意識 して衣服を着ていると思いますか。

⑫成人式にはあなたは振袖 よりも個性的な洋服 を着たいと思

いますか。

⑬あなたは夏祭には浴衣を着たいと思いますか。

⑭あなたは高級な毛皮を着ている人はお金持ちだと思います

か。

⑮あなたはブランド商品の方が高価だ と思いますか。

⑯あなたは衣服 を購入する場合流行にとらわれず、素材が天

然繊維の服(綿 ・麻 ・絹 ・毛)を 主に選んでいると思いま

すか。

⑰あなたは夏は涼 しく、冬は暖か くというように、実用性を

重んじる方だと思いますか。

⑱ あなたは服装によって性的魅力を発揮出来ると思いますか。

⑲あなたは自分の服装に対 して他人がどう思っているか気に

する方であると思いますか。

⑳あなたは服装は自己表現の有力な手段であると思いますか。

⑳あなたはどちらかと云えば華やかな服装が好 きな方である

と思いますか。

⑳あなたはお正月には着物 を着たいと思いますか。

そ う や や ややそう そ っ

思 う そう思う 思わない 思わない
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そ う や や ややそう そ う

馬、う そう思う 思わない 思わない

⑳あなたはどちらかと云 うと目立たない地味な服装が好 きな

方であると思いますか。

⑳あなたは他人や周囲の人達 と同じような服装をしている方

が気持が落ちつ く方だと思いますか。

⑳あなたは少 し高価でもデザイン品質のよい ものを選んで着

たいと思いますか。

⑳あなたは流行は人よりす ぐに取 り入れる方であるとお もい

ますか。

⑳あなたは自分も流行に遅れないようにする方であると思い

ますか。

⑳あなたは流行に関心はあるが洋服の着心地や経済性および

好みを考えてから取 り入れる方であると思いますか。

⑳ あなたは流行は追わない方であると思いますか。

Q3

いて下さい。

。一番着てみたいスタイル(

1.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

2.

2.

2.

2.

2.

2.

2.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

3.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

4.

① あ な たが 着 て み た い と思 うス タイ ル を図1～3の 中 か ら1つ を選 ん で、 そ の番 号 を()の 中 に 書

)

② あ な た が着 て み た い と思 うふ り袖 を、 サ ン プル1～6の 中 か ら1つ 選 ん で 、番 号 を()の 中 に書

い て下 さい。

・一 番 着 て み た い ふ り袖()

③ あ な た が 着 て み た い と思 うふ り袖 を選 んだ 理 由1つ を選 んで 番 号 に○ をつ けて 下 さい。

1.全 体 の 色 の 調 和 が 好 ま し いか ら選 んだ 。2.着 物 が 洋 服 感 覚 で 現 代 的 だ か ら選 ん だ 。

3.豪 華 だ か ら選 ん だ。4.昔 か らあ る柄 、 和 服 向 き模 様 なの で選 ん だ 。

5.()ご 協 力 有 難 と うご座 居 ま した
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